
船舶インシデント調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（操縦装置不良） 

発生日時 令和７年８月２７日 １３時１０分頃 

発生場所 岩手県宮
みや

古
こ

市宮古港口 

 宮古港竜神崎防波堤南灯台から真方位２８０°８００ｍ付近 

 （概位 北緯３９°３８.４′ 東経１４１°５８.４′） 

インシデントの概要 旅客船宮
みや

古
こ

うみねこ丸は、航行中、主機の後進運転ができず、運航

不能となった。 

インシデント調査の経過 令和７年９月３日、主管調査官（仙台事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 宮古うみねこ丸、１９トン 

２１０－６１０３５岩手、岩手県宮古市、岩手県北自動車株式会社

（船舶借入人、Ａ社） 

ディーゼル機関（２基）、船内機、４サイクル、出力１５４kＷ（／

基）、回転数毎分２,５２０、６気筒、ボア１０５mm、使用燃料軽

油、機関製造年月日不明、令和４年５月２日進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西南西、風速 約１.５m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 インシデントの経過 本船は、船長ほか２人が乗り組み、旅客３２人を乗せ、令和７年８

月２７日１３時１０分頃宮古港出
で

崎
さき

ふ頭所在の旅客船発着場を出航し

た。 

 本船は、出航後、船長が主機遠隔操縦装置の操縦レバーを後進側に

操作したが、クラッチが作動せず、主機を前進及び後進にかけること

ができなくなった。 

船長は、操舵室計器盤を確認したところ、主機遠隔操縦装置の電源

ランプが点灯しておらず、同装置に通電していないことを認めた。 

船長は、配電盤の主機遠隔操縦装置のブレーカースイッチ及び

ヒューズの状態を確認したが、異常を認めなかった。 

船長は、本船が運航不能になったと判断し、１３時１８分頃船舶電

話で運航会社であるＡ社に連絡した後、１３時２２分頃海上保安署に

救助を要請した。 

本船は、漂流状態となってインシデント発生場所から北東方に流さ

れ、１３時２５分頃出崎ふ頭約１００ｍ沖に設置されている標識灯に

接近したので、同灯にフック付きロープを係止して船体を係留した。 



船長は、１３時３５分頃、付近を航行していた工事警戒船が本船の

漂流に気付いて接近してきたので、出崎ふ頭までのえい
．．

航を依頼し

た。本船は、１４時００分頃同船にえい
．．

航されて旅客船発着場に着岸

した。 

本船は、主機遠隔操縦装置の操縦レバーを操作すると、同レバーの

前進及び後進の位置に応じて電気信号を機関室に設置された主機駆動

ユニットに送電し、電気信号に応じて同ユニットに内蔵されたアク

チュエーターがリンク機構を介してプッシュプルケーブル*1を前進及

び後進方向に動かし、同ケーブルが主機機側のクラッチレバーを動か

すことでクラッチ切替操作を行っていた。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本船は、本インシデント後、船長が主機遠隔操縦装置の操縦レバー

を動かしていたところ、突然電源ランプが点灯して電気信号が主機駆

動ユニットに送られ、クラッチの操作が正常に行えるようになった。 

本船は、本インシデント発生当日、船長が主機遠隔操縦装置につい

て発航前検査を行っていたが、異常がなく、また、午前中に定期運航

経路を３回往復したが、異常がなかった。 

 本船は、着岸後、船舶電気修理会社の担当者が船内の各電気配線等

を確認したところ、配電盤からの電源が主機駆動ユニットまでは通電

しているが、主機遠隔操縦装置までは通電していないことが認められ

た。 

 船舶電気修理会社の担当者は、主機遠隔操縦装置において、配電盤

からの電源リレースイッチ*2が偶発的に接触不良となったものと推測

 
*1 「プッシュプルケーブル」とは、押す力及び引く力の両方を遠隔操作で伝達できる柔軟性を持ったワイヤ式ケー

ブルのことをいう。 
*2 「リレースイッチ」とは、コイル（電磁石）とスイッチ（接点）で構成され、コイルに電流を入力することで磁

力を発生させ、その力でスイッチを開閉する電気機器をいう。 
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図１ 主機遠隔操縦装置配線概略図 



した。 

主機遠隔操縦装置の配電盤からの電源リレースイッチは、Ａ社担当

者が新品を手配し、船舶電気修理会社の担当者によって新替えされ、

正常に作動することが確認された。 

分析  本船は、航行中、主機遠隔操縦装置において、配電盤からの電源が

供給されていなかったことから、操縦レバーを操作しても主機駆動ユ

ニットを操作するための電気信号が発生せず、クラッチを作動できな

くなり、運航不能となったものと考えられる。 

主機遠隔操縦装置は、配電盤からの電源リレースイッチが一時的に

接触不良となったことから、配電盤からの電源が供給されていなかっ

たものと考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が航行中、主機遠隔操縦装置の配電盤から

の電源リレースイッチが一時的に接触不良となったため、電源が供給

されず、操縦レバーを操作しても主機駆動ユニットを操作するための

電気信号が発生せず、クラッチが作動しなくなったことにより発生し

たものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、電気機器が予兆なく不具合を発生した場合の対処方法を

取扱説明書等であらかじめ確認しておくこと。 

・船舶所有者は、主機操縦系統に不具合が発生した際に機関室にお

いて主機機側操作等の対応を可能にするよう、余裕のある人員配

置を行うことが望ましい。 

・船舶所有者は、突然の電気機器の不具合に備えて、予備品を積み

込んで置くことが望ましい。 

・船舶所有者は、操縦装置等の船舶の運航に関わる重要な機器の電

気部品については、不具合やその予兆がなくても、定期的に交換

することが望ましい。 

 


